２００９年度ルール改正
（2009.7.10作成）
ELVから３項目（モールの引き落とし、モール参加の姿勢、ラインアウトの人数）を抜いた形で正式に導入、それ以外変更は無い。但し、ルーリング（実施要項）について、若干の変更、確認があった。

1， 最初は肩から下に入ったタックルであっても、その後結果的に肩の線より上に入れば危険なタックルとされる。
2， タックラーとはタックルして倒れたプレーヤーであり、立ち上がればどの方向からでもボールにプレー出来る。相手を倒したまま立っているプレーヤーは、相手プレーヤーを離し、ゲートの後ろからのみボールにプレー出来る。

3， タックル後に双方の立っているプレーヤーが相手と接触する前にボールを持っている場合は、ラック成立後もボールを争奪し続けても良い。

4， モールから相手プレーヤーが全員、自らの意志で離れた場合はモール継続。相手プレーヤーに剥がされたり、自然にちぎれた場合は、モール終了。

5， ダイレクトタッチのボールをクイックスローインする場合のポイントは、ボールがタッチを横切った地点より味方側である。

6， ラインアウトのレシーバー（ハーフ）は、ボール投入時に味方から２メートル以上離れていなければならない。このため、ギャップに入るプレーは難しくなる。但し、投入以前にレシーバーと他のプレーヤーと入れ替わることは可能。
7， ラインアウトスローワーの対面は、必ずいなければならない。ラインオブタッチと５メートルラインからそれぞれから２メートル離れて立つ。

8， スクラム時のスクラムハーフのオフサイドラインは相手ボールを追う時はボールの線、それ以外の時は一旦最後尾まで戻り、そのオフサイドラインの後ろのどこに位置しても良い。ボールを獲得した側も、スクラム最後尾の線の後ろのどこに位置しても良い。（つまり、８－９のプレーもディフェンスも以前通りできると言うこと）

